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新年のご

　謹んで昭和53年の新年の御祝詞を申し上げます。

　当金属材料技術研究所は創立以未ここに22年目

の新春を迎えました。近年石油危機以来の複雑な

社会情勢の変化によりまして、金属材料に関して

国の科学技術振興に当所が果すべき役割りも若干

の移り変りを経験しましたむ資源・エネルギー問

題の解決に加えて，安全と環境の保全等国民生活

の質的向上の命題に沿った研究活動が重要さを増

して参っております。

　新年度には，従来よりのプロジェクトに加えま

して将来のエネルギー合理化，クリーン化に備え

ての新しい二つのプロジェクト研究が予定されて

おります。その一つは省エネルギー技術の担い手

と考えられております複合発電用ガスタービン用

耐熱合金材料の開発研究であり，さらに一つは新

しい水素反応合金の開発研究であります。何れも

当研究所がこれまでに蓄えました金属材料の専門

的知識と技術のポテンシャルを総合的に発揮し得

るように各研究部にまたがった総合的研究体勢を

組みました。これまでに育って参りました耐熱材

料や水素化合物等の研究のシードをこれに結実さ

せ，存分に役立てることを期して参り度いと存じ

ます。

　原子力予算関係としましては，核融合炉，高速

増殖炉等新型炉の主要部に用いられる金馴：オ料の

開発に関係した原子炉材料研究と現用軽水炉の安

あいさつ

全問題に関連

した研究があ

ります。また

宇宙実験に関

連して無重力

下での金属溶

製一加工の研

究を特別研究

促進調整費に

よって進める

よう予定して

おります。

所長工博荒木　透

　当金属材料技術研究所は，金属材料の精錬，溶

製、加工，処理のプロセスに関する研究から材料

の性質に関する試験研究、新しい金属材料の開発

に至る一貰した研究を行ない，基礎から応用一開

発に至る幅広い学術知識と応用技術を育成して参

りました。このように「金属」に関する総合力を

発偉し得る休勢は，他の研究機関に見られない特

長と考えられ，これを生かす方向に力を致す所存

であります。

　本年は筑波地区の研究本館も完成予定にて，新

材料開発部門の移転準備に入ります。一層国民の

福祉に貢献すべき使命達成のため所員一同心を一

にして遭進致したく存じますのでよろしく御鞭擢

のほどをお願い申し上げます。
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疲れき裂伝ぱにおよぼす過大荷重の影響

　航空機や船舳などの実際の構造物は，荷璽が繰

返し負荷されることによって応力集印部に疲れき

裂が発生し，そのき裂が荷璽の繰返し数の増加と

ともに伝ぱして破壊することが多い。一般に，疲

れき裂伝ぱの挙動は同じ大きさの一定繰返し荷重

下で調べられているむしかしながら，実際の構造

物では不規貝1上な繰返し荷重が加わるため、一定繰

返し荷璽下で得られた結果を基礎として実際の構

造物の破壊までの寿命を予湖1jした場含，大きな誤

差が生じる。この誤差は，繰返し荷重の履歴がそ

の後の繰返し荷重によるき裂伝ぱに影饗を与える

ためである。この履歴効果の最も単純であるが非

常に璽要なものは図哨11に示すような一定繰返し荷

重（σ1）に過大荷璽（σ2）が玉回負荷した場含である。

そこで，疲れ試験部では，過大荷璽が1固負荷し

たのちの疲れき裂伝ぱの挙動を種々の材料につい

て調べ，得られた実験結衆を破壊力学の理論にも

とづいて解析した。

　図にA5083P－Oアルミニウム含金と80キロ級

商張力鋼において得られた締果を示す。過大荷重

σ2は，一定繰返し応力σ1のもとでき裂がaoの長さ

に達した時に負荷した。σ2の大きさはσ1の2傍と

した。実験結果は過大荷璽負荷後に伝ぱしたき裂

長さa－aoと繰返し数Nをタテ軸およぴ検軸にと

って整理した。図中の，き裂長さa－aOと繰返し

数Nとの闘係を表わす曲線は，○印のところで傾

きが最小となり、⑧印のところでもとの一定荷璽

時の傾きにもどっている。その結果，もし過大荷

重が負荷されなかった場含には，き裂は過大荷璽

負荷前の撒線の傾きで伝ぱすることから，過大荷

重負荷後では同じき裂長さに達するのに多くの繰

返し数を要する。曲線の傾きが最小となるまでに

伝ぱしたき裂長さωBおよび傾きがもとにもどるま

でに伝ぱしたき裂長さωD（これは過大荷璽の影

響領域の大きさを表わしている。）は過大荷重時の

き裂長さaOが大きいほど大きくなり，これとは逆

に，それまでに要した繰返し数NBとNDはaoの増

大とともに減少する。繰返し数NDは過大荷重の

影響の強さを表わす目安となり、それは過大荷璽

前の曲線の傾きを同じにして比鮫すると鋼よりも

アルミニウム含金のほうがはるかに大きくなった。

図中の実線は理諭舳線である。図の2概．類の材料

にかぎらず他の材料においても理論値は実験値と

よく一致した。今後はさらに過大荷重を間欠的に

負荷したり，逃大荷璽の負荷回数を増したりして

実際の構造物に加わる繰返し荷重により近い状態

のもとでの疲れき裂伝ぱの挙動を調べる予定であ

る。
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A5083A1

σF4㎏fノ㎜2
　　／39W㎜宝）

σ2亡8kgfノ冊m2　　　　　　　　　　ao一ユ9．9
　　（78N／m頸2）

ao亡ユ7．4

《　　　　　　　　　　　一1章雪茎．諭舳絨
頚　　　　　　　⑧：（N≡〕，ω1〕）

　　　　　　　　　　o1｛N時，ω｛）

0　　　　王0　　　　20　　　　30
　荷．豚の繊1逃し数，N（X王O’1）

　　　　　（a）

HT80鋼
σ1皿15kgf／m冊2

　（147N／㎜2）

σ2亡30kgf／珊m宝

　（294N／㎜1）

ao＝24．6皿囲

ao＝18．8

ao＝12

綜

糸
秦！

　　　　　　　　一1理ξ命1111搬
　　　　　　　　　⑧：｛Nl〕，ω1〕）

　　　　　　　　　o1（“，ω1〕

　　　0　　　1　　　2　　　3　　　4
　　　　　荷1‘頁σ）繰返し徽，N（XユO』）

　　　　　　　　　（b）

過大荷璽後のき裂佼さと荷煎の繰返し徽の関係。

くa），A5G83P－Oアルミニウム含金。
（b），80キロ級剤長プ〕鋼白
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硫黄酸化物イオンの薄層ラジオクロマトグラフィー

　薄層クロマトグラフィーは，ガラス板上の吸着

剤薄層の上で試料の化学成分を分離・吸着させ，

定性・定量分析を行なう方法である。数μ1程度

の微量試料で良く，短時閲で感度慶く分離が行え

さらに設備も簡単であるという利一点があるので，

広く各分野とくに医薬部門での利周が活発である。

近年，すぐれた性能の薄層プレートが市販され出

し，安定した使用が容易になって来ている。

　この薄層クロマトグラム上にラジオアイソトー

プでラベルした各成分元素を分離吸着させ，放射

能測定によって検出しようとするのが薄層ラジオ

クロマトグラフィーである・。この方法は呈色検出

のできない成分や極微量成分の検出に有効な手段

として用いられつつある。

　金属化学研究部では，非鉄金属硫化鉱の湿式製

錬における反応機構を究明するために，反応過程

で生成する各種の硫黄酸化物化学種のイオンの分

離・定量を放射性硫黄35Sを用い，薄層ラジオク

ロマト．グラフィーこよリ行なうことを試みている。

　薄鰯ラジオクロマトグラフィーにおいては，対

象とするイオンの種類により使用する展開溶媒は

異なるので，その・選定がまず必要となる。

　本反応一過程で生成する硫黄i駿化物イオンとして

はチオ硫酸・班硫酸およびそれらより派生する多

チオン酸イオンと，最終酸化物である硫酸イオン

などの存在が予測される。そこでこれらの硫黄酸

化物イオンを対象として，シりカゲルリプレート

（シリカゲルとガラス粉末とをガラス板上に焼結

したもの）薄層厚200μ刀について展開溶媒の検討

を行った。その結果を表に示す。

　予測される硫黄酸化物イオンのなかで，比較的

安定でかつ移動率が中闘程度と思われるチオ硫酸

イオンを主とし，硫酸イ才ン・斑硫酸イオンお一よ

び共存カチオンについても検討した。展開は上昇

法で，20℃アルゴン雰顕気申で行なった。表中の

硫酸・亜硫酸およぴチーオ硫酸ぱいづれもナトリウ

ム塩で1～0．3モル／1の濃度のものであり，化学

形不明の多チオン酸イオン（S，O書■）はワッケンロ

ーダー溶液よi）得たものである。これらにはいづ
れもラジオアイソトープ35Sを1ガ2～正013μCi／μ1

ほどラベルし，展開後オートラジオグラフィによ

り分離位置およぴ展開形状を検べ、2πガスフロー

放射能渕定器により放射能濃度分布を検べた。

　本研究の結果，多チオン酸イオンを含む硫黄1駿

化物イオンの展開…容媒としては，表［1l・の移重カ率に

示されるようにNo．44が優れていることが正リ三1らか

になった。現布，実際の淑式製錬反応において生

成される硫黄酸化物イオンの検と士1に利用しつつあ

る。

鍵1撒容媒 腿1翔　漆燃級成（容鍬丑ヒ） 腿舳榊1 移鋤冷　Rf　＊＊
困o． アセトン メタノール エタノール

イソ ノルマル 雛酸カ1」
プロパノール プタノール W％

H20 pH （㎜i・）＊ SOl」 SO……
　　o．．＿S空O… S，0姜…

三2 三3

一 … ’ 3 凸 4 7．5 120－130 ’ ■ ．38一．60 一

13 玉3

■ ■ 凹 3 〇一5 4 9．3 11O－120 O O ．05一．50 …

9 13
■ ■ 3 ■

0．5 4 9．5 100一王10 ■ 0 ．G0一．60 …

4 一
三2

一 凹 4 一 4 7．2 童OO－13θ ■ o ．67一．80 …

4三
’ 8 … ■ 4 ｛ 4 7．2 l10－120 ■ O ．50一．80 1

42
■ 4 ■ ■ 4 皿 4 6．9 180一王90 … ’ ．67一．85 ■

43
■ 4 ■ … 4 0．5 4 8．5 190－2CO ．65一．73 ．7θ一．75 ．65一．80 ．00一．93

44
… ■ 4 ’ 4 0．5 4 8．3 220－240 ．32一．50 ．43一．53 ．47一．65 ．50一．90

48
… ■ 4 凹 4 凸 2 8．互 190－210 ’ 0 ．05一．40 一

49
■ ’ 4 一 4 0．5 2 9．O 210－22θ 皿 ’ ．05一．40 ■

50
’ 一 4 一 4 工 2 9．0 220－240 ■ 一 ．05一．珊 ■

45
■ 4 ’ ■ 4 … 王 7．6 13G一王40 ■ 一 ．42一．70 …

47
■ ’ 4 一 4 一 1 7．8 180－19G ■ … ．00一一25 一

46
’ ■ 一 4 4 一 1 8．2 240－250 ’ ■ ．G0一．15 一

＊腿1搬1燃王5㎝ ＊＊S咀O……は劃十，他はNa＋共存鵬でRπ数倣I＝1I一は嬢1掲の」二1災「「製を氷す。



○米言か幾I
1977年外国人来訪者等一覧

氷、1力名’介111’　ユ06人

臓　　名 人数 月　日 氏糸1と所属機燦」
アメ　り力 24 i．1些 Mr．T．J．Wood囲11，Sci㎝ce　and　Technolo呂y　Center　Tokyo，む．S．Army一

玉．20 Dr．A．F－Gi呂mei，Pratt柵δWh1まney　Aircm｛セCorp。，Connecticut一
玉．25 Prof．H．D．Brody，Dept．Meto腕rgy　and　Materia－s　E日gineering，Univ．of　Pittsもur紬一

2．4 Mr．G．S固ndoz，Dept．the　NaW，0｛fice　of　Naval　Research，C止ic呂蓄o一
4．8 Dr，R．Posま，L齪wrence　Livermore　Lab．，Univ．of　Califor日ia一
4．19 Dr．C，H．Rosner，President，Interm副gnetic　General　Co一
些．王9 Dr．S．Yukawa，Meta董s　and　Processin…；Lab．，General　Electric　Co．

5．13 Mr．P．Li　nto11，Sci　enc　e　and　Technolo……y　Ce月ter　Tokyo，U－S－Army一

5．25 Prof．R－W．Staeblo，0おio　State　U日iv．aod　Ch田irman　of　EPRrs　Corrosion　Advisory
Com㎜ittee，ほか3人．

5．27 Mrs－K．O．Bowman，Nuclear　Div．，Union　Carbide　Corp．，Oak　Ridge一
6．20 As昌o．Prof．J．W，Morris　Jr．，Lawr㎝ce　Ber良eley　Lab一，Univ－of　CaMornia一
6．23 Dr．J．W．Moberly，St邊nford　Rese刮rcもI舶titute．
7．8 Prof．C．A．Wert，Dept，Metal1urgy　and　Mining　Engg．，Un｛v－o｛夏川nois一
7．三1 Pro｛．貸．K．Birnbaum，Dep主一Meta王1urgy　aHd　Mining　E日gg。，Univ．of　minois．

7．互2 Pro｛．A．Gr邑nato，Oept．P11ys1c冨，Un玉v－of　IHin〇五s。

7．亘2 Mr．K．Ono，U日iv．o｛Cali｛omia，Los　An竃eles一

9．2 Prof．G．Tおom固s，Dept．Materia－s　Science　and　l≡：邊gg一，Univ．o正Ca董ifor珂ia，Berkeley一
9．6 Pro｛．D．Pae，High　Pressure　Rosearc】1Lab一，Rutgers　Univ一
9．28 Dr．脹．Feldman，Chief　Mecち．Engr．，N刮v刮1Researoh　Weap㎝C㎝ter一
9．28 Dr．D．C．Hi王ty，Consultant，Union　Carbide　Corp。，Niag目ra　Falls．

1O．6 Prof．D．M．Lee，Pro麦．of　Ato耐ic　aηd　Solid　State　Phy昌ics，CoI・ne1董Univ．
　　一フ　フンス 20 三I31 FrencおStee董R＆DMission；Dr．L．Cocbe，Direoteur　G6nるr呂1，IRS夏D　ほか15人

2．3 Prof，A，Pineau，Ecole　Nat1o日ale　Supξrieure　des　Mines　de　Par五s．
3二22 Mr，B－G1』壬Hemard，．Atセacおe　Nuc1eairo，Amも舶sade　de　France．
5．9 Mr．P．Daig蘂i　eres，夏9SID．
6－18 Prof，G．C止amp…er，互聰stitut　Nationai　Poly主ecもnique　de　Lorra云ne一

ソ　　　連 互1

3．7 Dr．V．S．Fomenko，In昌titute　of　Materi　al　Prob董e㎜昌of　the　Ukr　ain1an　Academy　o｛Sc…ence．
4．27 Prof，V．S，Iwnova，Baikov　I舶titute　of　Meta董1urgy．
5．28 Dr．N．A．Vatolin，Director，Sverd1o寸昌k　Insセitute　o｛MetaHurgy　ほか7人。
9，28 Dr．A．V．Tov㎜a，Inst童セute　of　Hig11Temperatur　e一

西’ドイツ 5 4．6 Pro｛．G．W副sserm呂nn，豆nstitut　f．Metallk㎜de㎜d　Mota～hysik，T㏄おniscもe
Uniwrsit蓋t　Clau畠出ε1．

4－8 Prof．R－Kamme一，Inst童tut　f　Metallwg1e－Meta鮎冊eηkunde，Technische　Univers脆t　Ber董in一
7．7 Pro｛．K．L－cke，互n畠titut　f．Allgeme…ne　MetaHkuηde　u．Meta1lpkysik，㌘echnisohe

Hochschu董e　Aacおen．
三〇．12 Prof．B．Pre∂el，M貝x・Planok・I聰stitut｛．Metall｛orscトuηg．
亘0．15 Mr．A．G．Deja，In昌圭itut£Ei畠enhOttenkunde，？echnische　Rocおschu1e　A固cke聰一

ブラシ’ル 5 4．6 Brazili畳n　Mis昌1o齪to　J呂pan　on　Tecおnological　Cooperation≡Mr－Politzerほか3人一
些．至1 Dr．D．R．Kraもe，iもid．

向　　　湾 4 4．2i 陳　」父徽，工技院金属］二薬鮒究珂1’ほか3人一
マレーシア 3 1O．6 Mr．M．B．A蜆as，D…reo主or　o｛Admin…strat｛o日，Sta日dards　and互ndustria1Rese固rcわ

I舶titute　of　Malaysia一

イキ’りス 2 4．6 Prof．B．Cros昌一and，Dept．Mec止aHic邊1Engi聰eeriηg，Queen’s　U珊iv－o｛8elf齪st．
1O．3I Mr．N，Wbitter，Head　o麦夏ndustrial　Stud1es　Group，BNF　Met田1s　Tecも日oloξy　Centre。

イタリー 1 7．12 Mr．F．M．Mazzo1呂i，Ist量圭uto　di　Acustica｝0．M．Corbino”
才一ストラリヤ 1 5．27 Mr．T．R．A．D舳ey，Div．Chem1oa1Engg．，CS夏RO　Minerals　Rese島rck　Lab。
榊　　　11111 1 i2．15 漱■來錫，榊］1l二釜1ユ」大1≡学＝校］1科大学造船二11学科・教授
チ　　　り 1 6．9 Mr．A．Sutu葦ov，D…reotor，Mining　and　Meta韮1urgica王Center一
ハンカー’■」一 1 1王I17 Dr．T．Turmezey，Instit邊te　of　Non一｛errous　Me士齪1s．
ボーランド 1 6．2 Dr．A．Dragon，Polis11Academy　of　Science．
その他 26 4．22 3rd夏械ernationa王．Conferenceon　PressureVesse1Techno1ogy；Mr．G－PΣscheψrenner，
（［玉1際会議 Director　o｛Ge冊ra証Eng1neering，PuHman　Ke1董og，Tex固s，U．S，A一　ほか5人、
歩包学［ヨ1一等）

9．30 Internat量onal　Symposium　on　互日圭1uence　of　Me圭aHurgy　on　M目cおinaもility　of　Stee一；
Prof．R．K…essli邊g，Vice　Presi如械，Sandvik　AB，Sweden．　ほか19人一

沸狛者
（王）　Prof．P．R．Khangao日kar，Deputy　Director，Nationa董Metallur厘ic呂1L固boratory，互邊8ia、（52．3．13－4－2）
（2）Dr，K．R．L．Thomps㎝，Scもool　of　Met目11urgy，Uniwrsity　of　New　Sou圭h　Wa！es，Austmlia、く52．7．29－8．23）
（3）Dr．ju　C詰oi，鰍［玉1科学技術研究所（KIST），緒殊圭1珂研究案長（52，8．5－53．1．31のニヨニ慈）
（4）Dr．Inder　Sin幽，Scientist，N目t…on呂1Met固11urg1oa董Laboratory，I皿di目（52．10－18－53．3．31の予途）
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